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優
勝
目
指
し
て
玉
を
弾
く

新
潟
県
珠
算
選
手
権
大
会

　

５
月
14
日
、
当
所
や
新
潟
県
商
工
会
議

所
連
合
会
、
新
潟
県
珠
算
振
興
会
な
ど
の

主
催
で
、
第
71
回
新
潟
県
珠
算
選
手
権
大

会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
の
社
会
人
や

学
生
な
ど
１
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
「
ジ
ュ
ニ
ア
」「
ス
ク
ー
ル
」「
シ

ニ
ア
」
の
３
部
門
に
分
か
れ
「
読
上
暗
算
」

な
ど
３
競
技
を
行
い
、
新
潟
県
Ｎ
ｏ
．
１

を
目
指
し
て
、
技
量
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
大
会
の
成
績
上
位
6
名
は
、

７
月
に
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
る
「
そ
ろ
ば

ん
グ
ラ
ン
プ
リ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
７
」
に

新
潟
県
代
表
選
手
と
し
て
参
加
す
る
予
定

で
す
。

　

各
部
門
の
優
勝
者
は
別
表
の
と
お
り
。

「
み
ら
い
博
２
０
１
７
」発
表
会
を
開
催

～
商
業
部
会
、情
報
・
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
～

　

商
業
部
会（
和
田
晋
弥
部
会
長
）と
情
報
・

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
（
野
沢
慎
吾
部
会
長
）
は
、

５
月
12
日
に
、
み
ら
い
博
２
０
１
７
発
表
会

（
協
力
：
㈱
新
潟
博
報
堂
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、「
み
ら
い
博
２
０
１
７
―

好
き

の
未
来
」と
題
し
て
、㈱
博
報
堂
生
活
総
合
研

究
所
の
石
寺
修
三
所
長
が
講
演
し
ま
し
た
。

　

石
寺
氏
は
、
人
間
に
最
後
に
残
さ
れ
る
の

は
嗜
好
性
で
、Ａ
Ｉ
全
能
時
代
に
は
「
好
き
」

が
人
間
の
大
き
な
武
器
に
な
る
た
め
、
企
業

や
社
会
は
、
生
活
者
の
「
好
き
」
を
活
か
す

場
や
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
必
要
と
述
べ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
第
二
部
で
は
、
㈱
H

 

A

 

K

 

U

 
H
 O 

D
O 

T
H
E 

D
A
Y
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
佐
藤
夏

生
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
、「
ア
イ
デ
ア
は
ど
こ
か
ら
く
る

の
か
？
」
と
題
し
て
講
演
し
、
ア
イ
デ
ア
は

降
っ
て
く
る
も
の
で
は
な
く
落
ち
て
い
る
も

の
で
、
見
落
と
さ
ず
に
拾
っ
て
繋
げ
る
こ
と

で
こ
の
世
に
ま
だ
な
い
も
の
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
た
上
で
、
日
々
の
生
活
の

中
で
の
小
さ
な
違
和
感
や
ズ
レ
か
ら
、
時
代

の
変
化
を
感
じ
る
新
し
い
感
覚
が
芽
生
え
る

と
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
が

る
と
自
身
の
経
験
を
も
と
に
説
明
し
ま
し
た
。熱心に耳を傾ける大勢の受講者

上位入賞を目指して腕を競い合う参加者

＜別表＞

第71回　新潟県珠算選手権大会　優勝者
（敬称略）

種 別

部 門
団体総合 個人総合

種目別競技

読上暗算 読上算

シニア部門 新潟会計ビジネス
専門学校

小池　拓郎
（村上税務署）

鹿田　康弘
（三条信用金庫）

高橋　美貴
（東京大学）

スクール部門 広神中学校 太田　美紅
（燕中等教育学校）

狩野　駿斗
（巻高等学校）

中山　樹里
（広神中学校）

ジュニア部門 一ノ木戸小学校 加藤　洋樹
（加治川小学校）

加藤　洋樹
（加治川小学校）

加藤　洋樹
（加治川小学校）

工場・事務所・倉庫・店舗の建築は
おまかせください！

コスモ建設㈱

システム建築により自由設計、
ローコスト・短工期を実現！

〒950-0983　　　
新潟県新潟市中央区神道寺2-2-25

TEL025-245-7111　FAX025-245-7119
メールアドレス：info@cosmo-k-co.com

で検索
※㈱住金システム建築
　の施工会員です。
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会議所の き動

新
潟
市
12
次
産
業
化
関
連
事
業
を
検
討

～
政
策
委
員
会
～

　

政
策
委
員
会
（
曽
山
稔
委
員
長
）
は
、

５
月
15
日
に
本
年
度
第
１
回
目
の
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
現
在
委
員
会
で
取
り
組
ん
で

い
る
「
農
業
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
」

に
関
す
る
研
究
の
一
環
で
、「
新
潟
市
12
次

産
業
化
関
連
事
業
」の
う
ち
、〝
子
育
て
〟〝
教

育
〟〝
福
祉
〟〝
保
健
・
医
療
〟〝
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
〟
の
５
分
野
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
減
反
政
策
が
廃
止
さ
れ

る
来
年
が
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、

さ
ら
な
る
生
産
性
が
求
め
ら
れ
る
」、「
農

と
食
文
化
を
絡
め
る
こ
と
が
必
須
で
、
首

都
圏
や
外
国
人
を
引
き
入
れ
る
仕
掛
け
づ

く
り
が
重
要
で
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

30
年
度
税
制
改
正
・
中
小
企
業
政
策
に

関
す
る
要
望（
素
案
）に
つ
い
て
意
見
交
換

～
企
業
経
営
委
員
会
～

　

企
業
経
営
委
員
会
（
佐
藤
紳
文
委
員
長
）

は
、
５
月
19
日
・
６
月
１
日
に
第
２
回
・

第
３
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
要
望
書
案

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
地
域
の
中
小
企
業
の
円

滑
な
事
業
承
継
の
た
め
に
は
、
税
制
の
抜

本
的
な
見
直
し
が
必
要
」
ま
た
、「
消
費
税

の
複
数
税
率
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い

て
は
、
改
め
て
導
入
廃
止
を
訴
え
る
べ
き
」

な
ど
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
最
終
案
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。　
　

　

今
後
、
６
月
26
日
の
当
所
常
議
員
会
に

要
望
書
を
上
程
・
議
決
を
経
て
、
日
本
商

工
会
議
所
へ
提
出
す
る
予
定
で
す
。

新
潟
県
経
済
の
現
状
と
人
手
不
足
へ
の
対
応

～
女
性
会
定
時
総
会
・
講
演
会
を
開
催
～

　

新
潟
商
工
会
議
所
女
性
会
（
田
中
久
美

子
会
長
）
は
５
月
18
日
、
市
内
ホ
テ
ル
に

お
い
て
定
時
総
会
を
開
催
し
、
平
成
28
年

度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
、
並
び
に
平

成
29
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
を
承

認
し
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
は
、
日
本
銀
行
新
潟
支
店
の

亀
田
制
作
支
店
長
に
よ
る
、「
新
潟
県
経
済

の
現
状
と
人
手
不
足
へ
の
対
応
」
と
題
す

る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
概
要
は
次

の
と
お
り
。

・ 

新
潟
県
の
景
況
感
は
全
国
に
比
べ
る
と
悪

い
が
、
製
造
業
は
良
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

持
ち
直
し
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
小
売
・

サ
ー
ビ
ス
・
建
設
・
運
輸
業
な
ど
非
製
造

業
で
は
い
ま
だ
に
下
向
き
と
な
っ
て
い

る
。

・ 

人
口
減
少
問
題
は
消
費
の
減
少
に
も
つ
な

が
っ
て
お
り
、
非
製
造
業
の
景
況
に
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

・ 

各
企
業
で
は
人
手
不
足
の
慢
性
化
を
踏
ま

え
、
賃
上
げ
や
女
性
・
高
齢
者
の
労
働
参

加
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
が
、
特

に
新
潟
県
は
女
性
や
高
齢
者
を
労
働
市
場

に
引
き
戻
す
努
力
を
全
国
平
均
以
上
に
し

て
お
り
先
進
的
で
あ
る
。

・ 

各
企
業
の
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
人
手

不
足
の
解
消
ま
で
に
至
ら
な
い
も
の
の
、

長
い
目
で
見
る
と
人
手
不
足
の
緩
和
に
は

役
立
つ
と
思
わ
れ
、
今
後
さ
ら
に
雇
用
の

形
態
を
広
げ
た
り
、
人
材
の
多
様
化
を
進

め
た
り
し
て
い
く
こ
と
が
生
産
性
の
向
上

に
も
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

会
計
業
務
を
効
率
化
！

ク
ラ
ウ
ド
会
計
セ
ミ
ナ
ー

　

５
月
26
日
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
セ
ミ
ナ
ー

を
、
参
加
者
38
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
㈱
マ
ネ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド 

Ｍ
Ｆ

事
業
本
部
長
の
宮
原
崇
氏
が
、『
記
帳
・
決

算
が
ラ
ク
に
な
る
！
ク
ラ
ウ
ド
会
計
セ
ミ

ナ
ー
』
と
題
し
て
講
義
し
ま
し
た
。

　

宮
原
氏
は
、
中
小
企
業
が
低
コ
ス
ト
で

手
軽
に
業
務
効
率
化
を
図
る
こ
と
の
で
き

る
ツ
ー
ル
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト

を
紹
介
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ

ト
と
は
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
１
つ
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
提
供
さ
れ

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
最
新
の
サ
ー
ビ

ス
が
使
え
る
の
が
特
徴
で
す
。
宮
原
氏
は
、

他
に
も
Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
動
仕
訳
な
ど
に
つ

い
て
解
説
し
ま
し
た
。
ま
た
、
飲
食
業
界

な
ど
様
々
な
分
野
で
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
事
例

を
交
え
て
説
明
し
ま
し
た
。

 

夢
コ
ン
に
い
が
た
２
０
１
７
を
開
催
！

　

鳥
屋
野
潟
の
春
の
祭
典
「
カ
ナ
ー
ル
彩さ

い

」

の
一
環
と
し
て
、
20
歳
以
上
の
独
身
男
女

を
対
象
と
し
た
「
夢
コ
ン
に
い
が
た
」（
主

催
：
新
潟
市
南
商
工
振
興
会
夢
コ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
７
／
共
催
：
当
所
）
が

４
月
29
日
、
い
く
と
ぴ
あ
食
花
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

（
参
加
者
男
性
：
28
名
、
女
性
：

16
名
）

　

６
回
目
と
な
る
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ス

イ
ー
ツ
婚
活
」。
参
加
者
は
、
ク
ッ
キ
ー
に

絵
や
言
葉
を
書
く
ア
イ
シ
ン
グ
体
験
や

ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
互
い
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
３
組
の
カ
ッ
プ

ル
が
誕
生
し
、
今
後
の
結
婚
へ
の
期
待
を

背
に
祝
福
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

県内経済の現状を語る亀田支店長


